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広葉樹林の施業内容は，枯損木， 風倒木， 傾斜木， 暴領木を主に伐木造材を行うことであるか， 

表土や立木の根を傷めないために， 地面か凍結する12-3月まで行うようにしている。 この場合 

でも残した立木を傷めないため， 全幹集材はしていない。 手入れの終った林木は， 幼齢樹であっ 

ても主伐候補木であり， 回期ことに見回り， 必要に応じて択伐をしながら有用大径木に育てて行

くつもりてある。

3 仕組および手順

本林のすべての施業は， 業務掛貝と林業技能補佐貝(8名）で行っている。伐木造材，雑木刈払な 

との作業にかけてはベテランぞろいである。幼齢の広葉樹林の選木もず、っかり身についたよっだ。 

初年は切る木， 残す木の見分け方にも個人的に差があり， でき上ってからもいろいろ手直しをし 

てもらったが， 4年目の今では， まったくその差はなくなった。 仕事も一度で仕上がると気分の

良いものである。

本林の広葉樹林の手入れは， 刈払機での選木から始まる。胸高直径10cm以下の枯損木，傾斜木， 

暴領木， 雑木等を刈払う作業である。 この場合， 幼齢樹であっても形も良く， 良質なものは残す。 

次に10cm以上の立木を，同じように一本一本吟味しながら調査し造材する。この場合，チェンソ ー 

3台に技能補佐貝6名， ド ーザー ショベJv,墾転に1名， 士場巻立に1名というメンバーて行って 

いる。 このような作業から生産される素材は， 年間少ない年て800m', 多い年で1,000m'以上てあ

る。 素材は7 cmくらいから生産され， 太いもので20cmくらいのものもある。 平均て12cmにしても 

0 035m', l,OOOm•· では28,571本となる。 生産することもたいへんな仕事だか， これを整理する事 

務補佐員の女子職貝も大仕事である。樹種も35-40種もあり，0 001面の間違いも許されない仕事 

を手際よく片付けてくれる。

また若い広葉樹林は刈払機て仕上げるか， この作業がいちはんもずかしい仕事である。100種類

もの樹木が密生しているその中から， 大径木になるミズナラ， ハリギリ， カソラ， ウタイカンパ， 

シナ等の形質の良いものを残すようにし， さらに風に強い木をバランス良く残すことが大事であ

る。 このような作業は， 当林以外では見ることのできない特技である。 この中の空地にアカ、エゾ 

マツやエゾマツを植込む天然更新補助作業も予定されている。 こうした施業も小面積づつではあ

るが， 始めてから4年目になり， あと30-50年もたてば， 昔の森林よりも樹形の良い林になり， 

外部の方にも見てもらえる針広混交林になると思う。


